
葬儀相談センター

万が一のときの備えガイド【関西・北関東・東海版】

下記項目の準備ができているかご確認ください。
ご葬儀を行う際に必要となる項目となっております。
ご準備にお時間が掛かることもございますので、事前準備をお勧めします。

□万が一の時に訃報を知らせる連絡先・知らせる範囲を考えて控えている。

□ご心配な方、喪主様、施主様の本籍、現住所・管轄している区役所を把握している。

□ご心配な方の所持品（通帳・健康保険証・年金手帳・生命保険など）は確認できている。

□入院している方の家族はご心配な方の氏名、住所または、入院先の名称を把握している。

□自分の宗教・宗派・菩提寺（先祖のお墓がある寺）の名前・住所・電話番号が分かる。

□遺影写真に使用する写真の用意がある。

□病院等で亡くなった時、ご心配な方のお帰り先を決めている。

□病院代や緊急時の出費に対応する現金を確保できている。（目安:10～30万円）

□もしもに備えて、葬儀社で見積作成や相談をしている。

□シャチハタ以外の三文判の印鑑（火葬許可証申請時に必要）を常に持っている。

□施主となる方が、身分証明書を常に携帯している。（運転免許証など）



自社のコールセンターで、専門スタッフが
24時間年中無休で待機しています。

お電話いただいてから、1時間～1時間30分程で
スタッフが寝台車でお迎えにあがります。

ご葬儀の日程や具体的な葬儀内容の
お打ち合せをいたします。

スタッフがご葬儀を全て行います。
葬儀費用は、葬儀終了後にお支払いください。



葬儀一式費用とは?

祭壇、棺、寝台車、式場設備など、葬儀を執り行うために
必要になるものが含まれています。
総費用の半分を占めるのがこの費用ですので、お打ち合せ
の際には見積内容をしっかりご確認ください。

飲食接待費とは?

通夜、告別式の後にふるまう接待料理と、返礼品の費用を
さします。
人数や内容によって増減するため一概には言えませんが、
おおよそ総費用の２～３割を占めます。

宗教者への支払いとは?

読経料や戒名料など、僧侶に依頼する内容にかかる費用で
す。
宗派や教会によって大きく異なります。
無宗教の方は宗教者への費用はかかりません。





万が一の時にあわてないため、事前に連絡先を決めておきましょう。

☑葬儀社の選定・連絡
まずは葬儀社と葬儀場を決めることが必要です。
葬儀社や葬儀場選びでお困りの方は、フリーダイヤル 0120-550-862 にて専門相談員に
ご相談ください。

☑大切な方(お身内、ご家族)への連絡
ご親族の方、お仕事関係の方へのご連絡が必要になります。
年賀状リストや電話帳などから、あらかじめ作成しておくことをおすすめいたします。

☑お寺様への連絡(菩提寺がある方)
お世話になっているお寺様があればご連絡ください。
菩提寺が無い場合は、宗教者様のご手配についてもフリーダイヤル 0120-550-862 にて
専門相談員にご相談ください。

☑葬儀に関する要望や、遺言があるか確認
最近では葬儀についての要望を残される方も多くいらっしゃいます。身内の方で要望を
聞いたことがある人がいるか、また文書として残されていないかをご確認ください。

公営斎場はご葬儀を行うための場所を提供するのみです。
式場により利用制限があり、問い合わせできる時間も限られていることから、ご利用に
あたっては葬儀社を通すのが一般的です。

わからないことは、まずは葬儀相談センターにお問い合わせください。
【年中無休で24時間】ご相談を承ります。





2021年4月現在

※火葬式を除くご葬儀でお通夜追加の場合、別途3万円(税込3.3万円)で執り行えます。
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